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・
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令
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＂
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昭
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文
部
省
告
示
第
四
百

=

1

十
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統
中
改
正
）
ー
同
竺
エ
'

1

一
競
（
中
央
氣
象
憂
泊
観
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所
泣
阿
津
山
猿
測
所
事
務
開
始
）
ー
ー
同
隻
一
＋
＝
―

競
（
中
津
農
林
學
校
設
立
者
養
更
）
、
ー
—
同
竺
平
四
紬
（
大
宮
寅
科
工
業
學
校
名
稲
菱
更
）
ー
ー
同
第
二
十
五
統
（
長

崎
女
子
商
業
學
校
學
科
設
置
改
稲
）
ー
ー
同
第
一
平
六
統
（
東
京
商
業
學
校
學
科
設
置
他
）
ー
ー
同
竺
手
と
（
國
賓

所
有
者
菱
更
）

1

阿
第
二
十
八
統
（
鹿
角
工
業
學
校
設
置
）
ー
ー
同
竺
平
九
銃
（
昭
和
十
四
年
文
部
省
告
示
第
二
十

1

銃
中
改
正
）
i
ー
ー
＇
同
第
一
l
-

十
鯵
（
昭
和
十
八
年
第
1
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専
門
學
校
入
學
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試
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検
定
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芋
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英
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塾
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更
）

1
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岐
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置
）

1

同
策
＝
手
＝
＝
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學
校
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青
年
學
校

敬
科
用
岡
書
中
定
債
)
|
ー
同
第
三
十
四
雙
大
正
八
年
文
部
省
告
示
第
二
百
七
十
四
臨
高
等
學
校
高
等
科
敦
員
無
試

験
検
定
指
定
中
改
正
｝
ー
ー
同
策
＝
ー
エ
＇
五
綿
（
昭
和
十
八
年
各
官
立
高
等
學
校
高
等
科
入
學
者
選
抜
試
瞼
期
日
）
ー
ー

同

隻
l

一
十
六
紬
（
半
田
市
立
高
等
家
政
女
學
校
修
栞
年
限
愛
更
）
1

同
第
三
十
七
統
（
郁
文
館
中
學
校
拉
同
商
業
學

校
設
立
者
菱
更
）
＇
ー
ー
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策
＝
＝
十
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統
（
豊
岡
農
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學
校
修
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年
限
及
入
學
資
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愛
更
）
ー
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策
＝
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十
九
統
（
今
治
工

業
學
校
設
立
者
並
名
稲
菱
更
）
＇
~
同
策
四
十
統
（
田
村
農
禦
學
校
女
子
部
設
置
改
稲
）
．
~
同
策
四
十
一
統
（
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治
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中
學
校
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負
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者
菱
更
）
ー
ー
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四
十
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十
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＝
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校
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置
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十
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校
設
立
者
菱
更
）
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十
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政
女
學
校
第
三
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科
陵
止
）
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十
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日

毛
岐
阜
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學
校
設
立
者
愛
更
）
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設
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縣
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更
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ー

ー

雛

祭

り

を

中

心

に

1

年
中
行
事
に
見
え
た
古
代
生
活

民
族
感
情
を
、

わ
れ
／
＼
は
、
今
に
し
て
欝
か
に
、
古
来
の
習
俗
の
起
り
と
、
偲
承
の
次
第
に
つ
い
て
、
考
へ
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
正
月
門
松
を
立
て
、

卜

｀

ン

ガ

ミ

ヽ

ヽ

ヽ

歳
岬
を
祀
り
、
雑
煮
を
い
は
ふ
。
か
う
言
ふ
生
活
が
、
」
ど
れ
だ
け
日
本
ら
し
い
優
雅
な
、

も
、
さ
う
言
ふ
生
活
に
、
わ
れ
／
＼
自
身
這
入
っ
て
、
わ
れ
／
＼
自
身
寅
行
す
る
訣
な
の
で
あ
る
。
茶
の
湯
を
催
し
た
り
す
る
よ
り
も
、
も
つ
と
ほ

の
か
な
味
ひ
で
、
さ
う
し
て
、
現
貨
味
は
、
其
よ
り
も
深
く
胸
に
泌
む
の
で
あ
る
。
七
草
・
節
分
・
小
正
月
・
ニ
十
日
正
月
な
ど
は
≫
も
う
せ
ぬ
虞
は

、
、
、
、

多
く
て
も
、
年
輩
の
人
々
に
は
、
ま
だ
印
象
だ
け
は
残
っ
て
居
て
、
思
ふ
だ
け
で
も
懐
し
い
昔
の
生
活
の
、
心
の
上
に
た
な
び
く
も
の
を
覺
え
る
で

あ
ら
う
。
さ
う
言
ふ
類
の
中
で
も
、
帥
山
入
り
だ
の
、
春
田
打
ち
な
ど
言
ふ
行
事
に
な
る
と
、
相
應
た
年
輩
で
も
、
経
験
の
な
い
人
が
多
か
ら
う
。

此
は
、
年
代
に
は
よ
ら
ぬ
の
で
、
地
方
に
よ
つ
て
早
く
せ
ぬ
や
う
に
な
っ
た
臨
と
、
未
に
尚
行
っ
て
ゐ
る
村
々
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
月
の
雛
祭
り
は
、
そ
ん
な
年
中
行
事
の
中
で
、
最
も
普
遍
し
て
ゐ
る
習
俗
で
、
今
も
ま
だ
／
＼
盛
ん
に
行
っ
て
ゐ
る
し
、
明
治
初
中
期
の
奮
俗

雙
改
時
代
に
も
、
あ
ま
り
中
だ
る
み
な
く
績
い
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
其
と
言
ふ
の
が
、
隣
同
士
の
申
し
合
ひ
が
な
く
と
も
出
来
る
事
だ
し
、
表
師

折

わ
れ
／
＼
に
呉
へ
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
而

口

信

夫



13 一活生代古たえ見に事行中年ー一

た
の
で
あ
る
。

り
な
ど
の
様
に
、
目
立
つ
こ
な
と
も
な
い
、
家
の
内
だ
け
の
事
で
す
む
謂
は
ゞ
、
家
庭
の
祭
祀
だ
っ
た
の
で
、
世
の
中
の
波
に
臨
蕩
せ
ら
れ
る
こ
と
が

少
く
て
、
す
ん
だ
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
以
後
の
學
者
は
、
奮
文
化
の
大
陸
の
先
進
國
か
ら
搬
び
こ
ま
れ
た
こ
と
を
過
大
に
考
へ
過
ぎ
て
居
た
。
何
で
も
彼
で
も
、
輸
入
と
考
へ

る
こ
と
が
正
し
い
、
．
と
思
は
れ
て
居
た
。
其
風
が
ま
だ
、
學
界
に
は
残
っ
て
ゐ
ぬ
で
も
な
い
J
や
が
て
は
後
泄
、
近
代
の
文
化
は
皆
泰
西
か
ら
腔
来

し
た
も
の
、
と
言
ふ
や
う
な
、
今
の
世
に
考
へ
ら
れ
ぬ
考
へ
が
、
力
を
持
つ
て
来
る
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
ん
な
事
を
た
か
ら
し
め
る
為
に
も
、
少
し
づ

春
三
月
三
日
、
水
逢
に
行
事
の
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
支
那
共
に
一
つ
で
あ
る
。
支
那
で
も
、
古
代
か
ら
之
を
「
ば
5
」
と
稲
へ
て
、
即
翫
の
行
は

れ
る
日
で
あ
っ
た
。
漢
代
ま
で
は
、
正
し
く
月
初
め
の
巳
の
日
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
魏
の
時
代
の
文
献
か
ら
、
名
は
元
の
ま
4

の
上
已
で
あ
り
乍

ら
、
十
二
支
に
よ
ら
す
に
、
日
に
よ
つ
て
定
め
て
、
三
日
と
言
ふ
こ
と
に
な
っ
た
、
と
思
は
れ
て
ゐ
る
が
、
此
に
も
、
亦
異
論
が
あ
っ
た
。
だ
が
ま

づ
、
三
月
初
旬
、
風
暖
か
に
河
面
を
吹
く
頃
に
行
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
昔
の
學
者
は
、
之
を
直
に
、
我
が
雛
祭
り
の
起
原
と
見
て
、
此
風
習
以

セ
ッ
ク

前
に
は
、
わ
が
國
に
所
謂
雛
の
節
供
の
種
子
は
な
か
っ
た
、
と
考
へ
て
ゐ
る
様
だ
。
だ
が
か
う
し
た
考
へ
は
、
民
俗
の
類
性
泣
喪
と
も
言
ふ
べ
き
暗

合
の
、
偶
疲
事
情
を
思
は
な
過
ぎ
る
所
か
ら
起
る
過
ち
で
あ
る
。

゜

節
供
は
勿
論
、
節
日
の
供
御
で
、
今
で
は
多
く
「
お
節
」
と
だ
け
言
ふ
地
方
の
多
い
、
家
庭
の
祭
り
日
の
お
供
へ
で
あ
り
、
又
家
の
人
々
の
用
伴

す
る
食
物
で
あ
る
。
か
う
言
ふ
改
っ
た
言
ひ
方
を
す
る
日
が
五
つ
あ
っ
て
、
五
節
供
と
言
つ
て
わ
る
が
、
共
外
に
も
、
節
供
を
す
る
日
が
あ
っ
て
、

、
色
々
た
日
を
節
供
と
言
っ
た
例
も
あ
る
。

J
ゎ
t

.
9
~

ぷ
ー
，
＇
？
ぺ
ふ
＂
詞
裂

1
4り9
9
:
'
’
~

j
＼
も
；
，
心
べ
、
丸
，
．
，
~
ッ
ケ
ぃ

わ
が
國
で
は
、
古
く
晩
夏
・
終
冬
の
婁
日
ー
ー
晦
日
の
大
祓
以
外
に
も
、
喫
ぎ
す
る
日
は
多
か
っ
た
。
臨
時
の
祓
喫
で
な
く
、
定
期
に
も
、
春
や
秋

ォ
赤
・
ビ
ボ

に
行
は
れ
る
こ
と
は
、
屡
々
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
に
謂
ふ
、
春
の
「
大
汐
」
、
秋
の
「
八
月
潮
」
、
此
ら
は
元
、
そ
れ
人
＼
の
楔
ぎ
日
で
あ
っ
た
。

ト
n
ヨ

ト

n
ョ

ナ

ミ

海
の
彼
方
に
あ
る
と
想
像
し
た
業
土
、
「
常
泄
の
國
」
か
ら
う
ち
寄
せ
る
常
世
波
の
来
寄
る
日
、
と
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
常
世
の
國
の
潮
を
浴
び
る

と
，
健
康
に
し
て
壽
久
し
く
な
る
も
の
、
と
信
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
常
泄
の
國
の
春
波
の
寄
り
来
る
日
を
、
琉
球
諸
島
で
は
、
季
春
の
月
、
清

ギ

ラ

イ

カ

ナ

イ

明
の
節
の
こ
と
4

考
へ
て
ゐ
た
。
此
日
の
水
は
、
海
の
汐
と
言
は
す
、
川
水
・
泉
•
井
戸
の
類
ま
で
、
皆
地
下
か
ら
水
脈
を
通
じ
て
、
儀
来
河
内
ー
|
‘

・

ン

ガ

ラ

他
府
縣
の
昔
の
常
泄
か
ら
水
の
頭
じ
る
も
の
と
思
う
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
此
日
の
水
に
浴
し
た
も
の
は
、
老
い
た
る
は
若
や
ぎ
、
死
に
骸
も

蘇
る
と
信
じ
た
。
此
「
若
や
ぎ
の
泉
」
の
信
仰
は
、
わ
が
國
古
代
に
は
、
支
那
の
不
老
不
死
泉
の
知
識
な
ど
上
は
闘
係
な
く
、
廣
く
行
き
渉
つ
て
居

・
ラ
チ
・
と
ヅ

た
。
郎
、
寓
葉
集
に
見
え
る
「
菱
若
水
」
の
存
在
を
信
じ
た
こ
と
が
、
共
で
あ
る
。

楔
ぎ
と
祓
へ
の
逮
ふ
勘
は
、
い
ろ
／
＼
敷
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
要
す
る
に
後
世
に
は
、
事
質
に
茶
い
て
は
甑
別
の
な
い
こ
と
に
な
つ
て
居
た
。
だ

が
一
番
肝
腎
の
勘
は
、
水
を
必
須
條
件
と
す
る
の
と
、
必
し
も
さ
う
で
な
い
の
と
、
今
―
つ
根
本
に
、
生
れ
菱
つ
て
新
し
い
生
命
を
持
つ
こ
と
の
出

来
る
と
す
る
の
と
、
唯
の
織
れ
、
罪
を
彿
拭
す
る
考
へ
の
あ
る
の
と
の
相
違
で
あ
る
。

喫
ぎ
を
以
て
、
檎
れ
を
漁
ぎ
流
す
も
の
と
見
る
の
は
、
さ
う
考
へ
る
こ
と
自
慨
、
既
に
多
く
祓
へ
の
方
に
傾
い
て
ゐ
る
の
で
、
共
と
違
ふ
所
は
、

キ

チ

ジ

ガ

ハ

弓

・

・

ガ

ヘ

楔
ぎ
は
吉
事
を
待
ち
迎
へ
る
為
に
、
線
め
身
を
豫
い
て
置
く
と
言
ふ
貼
で
あ
る
°
而
も
さ
う
考
へ
る
こ
と
の
元
は
、
此
生
れ
甦
り
、
蘇
り
の
信
仰
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
生
れ
甦
っ
た
新
し
い
肉
身
に
、
強
い
璽
魂
が
末
寓
る
。
共
為
の
喫
ぎ
が
、
直
に
偉
れ
た
肺
璽
を
迎
へ
る
準
備
行
為
の
様
に
見
え

か
う
言
ふ
謂
は
ゞ
、
積
豚
式
な
意
味
を
持
っ
た
毒
の
盛
り
、
花
は
盛
り
の
、
鳳
湿
い
濱
の
喫
ぎ
で
あ
っ
た
の
を
、
何
時
か
、
共
海
川
に
、
械
れ
を

う
つ
し
た
形
代
を
流
す
日
を
言
ふ
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
そ
こ
に
、
大
陸
偲
来
の
上
巳
祓
へ
の
習
俗
が
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ら

一活生代古たえ見に事行中年ー一

--1
0

學
問
上
の
事
大
主
義
は
訂
し
て
置
く
べ
き
だ
と
思
ふ
。

’ 12 

し＼
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艮
っ
た
郵
分
も
あ
り
、
訣
ら
ぬ
こ
と
も

ノ＼、

て
・: 

に
供
へ
芯
食
拗
と
f
『

此
で
元
て
も
b

―
―
一
月
の
師
供
と
女
怯
と
の
闘
係
は
、

サ

ッ

ヰ

サ

f

i

9

ト
メ

く
は
4

真
其
で
；
そ
の
年
の
五
月
の
旱
虞
女
六
き
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

(/') 

定
し
よ
う
9

こ
の
日
C
行
事
に
添
う
て
大
切
i
な
の
は
う

形
の
亭
で
あ
る
。
草
の
餅
だ
の
，

白
酒
だ
〇
＼
一

ヘ

何
で
も
な
い
朕
で
あ
る
。

涯
白
に
忍
｀

た
談
に
な
る
。
さ
ず
肛
ば
湿
日

二
月
上
の
巳
の
日
摩
1
1
＼
一
―
-
日
に
な
っ

‘‘ 

る
こ
と
4
d
9
.
 

こ
の
女
の
物
忌
入
竺
野
外
で
行
は
札
る
日
に
，
鰐
ぎ
が
闘
闊
し
て
ぬ
る
の
で
あ
る
。
共
へ
持
つ
て
素
て
3

外
来
の
上
巳
の
紋
へ
が
3

結
び
つ
し
い

ろ
こ
と
忍
忠
る
。

□

I
U
ご
忍
り
は
全

に
よ
つ
て
汚

、
ゴ

つ．‘」，J

田
筐
ゑ
に
近
よ
つ
て

る
と
思
ふ
。

t

cし、

,~1-

：` 

山
や
賢
鱈
，
女
ば

訊
2

]

日
暮
し
た
の
で
あ
る
。
多

は
じ
め
シ

二
日
の
日
を
中
心
と
し
て
行
は
仇
て
ゐ
た
。

布

iい｝

土
地
に
よ
っ
て
は
~
女
だ
け
の
終
日
外
宴
を
行
ふ
こ
と
を
言
ふ
や
う
に
な
つ
て
ぬ
る
。

此
ら
の
行
は
札
る
日
が
さ

い
づ
紅
忍
春
深
い
三
月
の

さ
う
し
て
多
く
は
、

冷
ヽ
ヽ

持
た
ぬ
定
と
め
た
ち
の
す
る
事
が
、

こ
ど
も
の
花
見

： 
P
レ
ー
一

~L 
c̀
’ 

し

で
す
る
事
に
、

山
ご
息
り
が
恐
る
。

野
叢
び
な
ど

賽
戻
く
花
を
見
て
3

一
年
の
覧
凶
を
占
ふ
習
俗
と
言
っ

ぶ

／

の
花
の
咲
き
方
に
よ
っ
て
，
今
平
の
田

っ
た
。
此
が
，
花
見
。

子
成
は
和
長
じ
て
J
i

い
ま
だ
夫
を

つ
ご
賽
の
．
一
日
3

山
の
花
玉
野

ひ
に
畠
た
の
で
あ
る
。

叢
ぴ

つ
て
ゐ
る
の
で
も
知
九
ろ
。
多
く
は
，
野
遊
び
・
山
ご
忍
り
と
同
じ
祖
で
二
ま
う
少
し
廣
い

に
花
兄
と
言
ふ
語
立
、
先
に
忍
言
っ
た
株
に
，
翠
な

0
象
で
な
い
こ
と
は
、

5
 

地
方
に
よ
っ
て
、
げ

9
日汀
や
3ハ

ナ
ウ
―
i
ノ

あ
る
。
花
卜
と
言
っ
て
，
其
年
の

花
の
咲
く
頃
の
野

だ
し
，
磯
遊
び
＇
虞
ま
つ
り
と
い
ふ
の
も
，
同
じ
意
味
か
ら
国
て
ゐ
る
。

ふ
だ
け
で
は

っ
た
。

の
賽
の
行
事
0
一
っ
と
し
て
K

花
兄
だ
の
、
’

と
い
ふ
事
が
あ
っ
た
の

山
行
き
・
野
遊
び
と
言
ふ
の
恩
其

子
だ
け
が
集
つ
て
な

竺
畢
で
恋
あ
り
，
叉
さ
う
言
ふ
こ
と

つ

で

芯

紅）

た
と
言
ふ
の
恋
，
姦
は
じ
事
で
あ
る
。

供
へ
を
盗
み
に
行
っ
た
の
と
同
じ
に
｀
｀

―
―
一
月
節
洪
の
凰
入
の

語
感
と
は
少
々
這

ーー活生代：古たえ見に事行中年ー一

日
百
盤
と
祭
る
家
に
鳳
入
し
て
，

供
物
の
食
物
を
取
っ
て
喰
べ
る

認

せ

ち

て

ぬ

の

間

の

ヽ

f

f

ヽ

f

‘

、

、

、

ん
ど
う
つ
」
と
も
3

が
ん
ど
う
も
と
忍
言
っ
て
ぬ
る
。

あ
っ
た
。

ぁ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
八
月
月
見
の

。
剛
子
や
b

芋
の

い
ふ
。
此
は
3

男
の

の
で
澄
元

の
子

其
三
日

を
「
子
供
の
花
兄
」
と
，
こ
の
純
方
で
は
言
っ
て
｀
，
男
女
の

贔
の
隅
な
ど
に
寄
つ
て
p
餅
な
ど
定
喰
べ
て

P

、
、
、

つ
て
5

、
ま
ゞ
ご
と
を
し
て
b

日
皇
馨
し
た
も
の
と
忌
は
れ
る
。
此

上
網
君
津
那
の
透
で
は
，
三
月

に
出
て
、
如
何
に
忍
次
ご

ざ
汎
」
と
嘔
〈
]
ナ
名
が
ら
流
し
た
と
い

に
1
3

贋
々
行
き
逢
ふ
該
な
の
で
あ
る
。

も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
閏
池
方
々
々
の

て
見
る

匠
dじ心

n 
U‘ 

な
く
古
風
で
苔
誉
這
の
上
巳
の
鳳
と
違

の

b

胃
呈
ょ
ゞ

菩

n,>'̀

さ
う
し
て

つ
け
て
結
合
す
る
。
其
上
で
必
一
度
は
3

1在

う
が
、
其
も
直
ち
に
、
三
月
一
二
日
の
日
の
行
事
の

，
鯰
ま
づ
固
有
鳳
習
に

の
な
の
で
あ
る
。

古
京
の
瞑
ぎ
の
鳳
巧
何
時
か
紋
へ
の
方
へ
預
い
こ
ぎ
竺
畢
賃
は
3

こ
の
季
春
の
瞑
ぎ
に
忍
早
く
這
入
っ
て
尼
た
0
で
あ
る
。
さ
う

上
巳
成
へ
の
信
仰
朦
式
定
と
り
入
れ
て
3

形
に
近
づ
い
て
f
融
合
と
も
る
混
和
と
，
邑
言
ふ
べ
き
姿
に
な
る
。
此
が
沿

ヽ
ヽ
i
う
ち
の
姿
な
の
で
あ
る
。
上
巳
紋
へ
『
な
ど
も
、
さ
う
言
ふ
筋
道
定
辿
つ
て
一
般
年
中
行
事
と
な
つ
て
末
た

の
行
事
1

乞
細
か

ヘ
ー
一
め
い

芸
定
っ
た
日
ど
い
と
共
に
D

近
く
吝
，
大
き
く

ば
こ
そ
，

と
思
ふ
の
は
、
早
計
で
あ
ら
う
。
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れ

は

流

し

た

り

棄

て

た

り

す

る

Q

て

よ

い

の

だ

ら

う

と

忌

た

。

さ

う

す

れ

ば

，

常

日

冥

も

身

近

営

然

の

こ

と

で

あ

ら

う

。

此

が

即

3

ひ

し

な

の

わ

か

れ

な

の

で

あ

っ

て

、

芯

。

此

上

浣

家

庭

の

生

活

が

、

段

々

移

さ

汎

た

の

が

、

か

う

し

て

流

す

人

形

に

忍

。

大

き

小

い

は

あ

ら

う

が

沿

い

づ

の

宴

が

、

あ

の

は

，

家

庭

を

出

で

ぬ

行

事

に

な

つ

て

行

っ

に

置

い

た

糧

氣

が

あ

っ

た

。

其

類

を

鼠

つ

て

雛

と

言

っ

こ

と

は

，

言

砂

き

っ

に

作

っ

て

、

／

流

す

も

の

だ

っ

た

に

違

仏

は

い

。

さ

う

し

て

、
い
づ

っ

た

事

が

恩

は

汎

る

。

た

さ

れ

た

。

簡

箪

に

幕

張

り

の

や

う

な

物

影

＿

廻

ら

し

て

、

3

奉

仕

を

命

ぜ

と

r＼．しき
」

と

言

ふ

の

は

き

ぎ

も

h
・
ガ
タ

流

し

素

て

る

船

の

上

に

、

こ

と

人

＼

し

き

人

形

を

乗

せ

て

Jヽ ←つ

源

氏

（

し

若

の

つ

し

た

も

の

と

し

て

の

、

特

殊

、a
,
‘
・

さ
芯
ら

姿

も

人

は

：

｛

毒

ら

茸

へ

役

定

し

て

て

行

っ

た

訣

な

の

で

あ

る

。

の

）

其

役

を

し

一

方

認

人

つ

け

，

っ

た

の

で

あ

ら

う

。

か

［こ

り）

仕

へ

て

居

た

0
だ

か

ら

f

の

喪

で

は

行

か

す

と

も

、

相

嘗

な

入

い

忍

の

だ

ト
ガ

尤

と

常

ー一活生代古たえ見に事行中年――

平

安

朝

の

物

語

類

に

昆

え

た

「

ば

＼

な

」

は

二

「

ひ

上

喜

殿

」

の

ご

あ

っ

た

。

う

て

ゐ

ろ

。

此

は

其

々

の

入

の

あ

る

。

胴

は

ゞ

，

身

代

り

に

立

つ

べ

き

々

の

入

の

身

定

撫

で

＼

身

に

あ

る

酸

れ

や

、

身

の

臭

に

あ

る

心

の

い

』

乏

吸

"
3

ト
ガ
タ

か

う

し

た

人

形

が

溶

い

ろ

／

＼

のつ

て

末

て

ゐ

る

。

で

作

っ

＾
リ
コ

2
マ

・

ベ

f

.

o

P

、⇒

冷

猥

子

0
葡

勾

ひ

姿

の

す

豆

ん

＇

共

で

忍

A

直

f

L

葉

て

る

ー

と

も

言

ぶ

べ

ヽ

J

行

っ

た

。

る

か

と

思

へ

げ

ヘ

を

る

。

の

ォ
と
え
r
,
n

の

「

御

伽

婢

子

」

が

あ

る

と

い

に

、

え？

あ

る

が

，

揖

で

怜

あ

り

代

窪

と

隻

言

ふ

ぺ

き

又

使

ふ

場

合

も

促

弘

方

も

ら

ひ

ぐ

る

み

0

”ヽ

聾

長

く

身

近

く

置

い

て

飾

る

か

b

る

探

に

ヲ
ト

n
ぎ
J
冷
~
，
、
、
、

其

劣

帥

ー

ー

！

文

雛

を

と

み

な

が

み

と

い

ふ

ー

の

出

来

た

坦

由

門

日

常

坐

臥

、

身

の

そ

は

に

置

い

て

，

大

し

た

意

賑

忍

誓

ず

に

b

9

伯
た
と
ま
＇
~

襄

し

言

喜

で

あ

る

。

而

忍

虞

に

よ

つ

て

は

，

身

近

く

置

く

こ

と

心

門

1
の

，

こ

庄

知

出

く

パ

ソ

、9

-
i
、
ご
キ
ャ
ウ

段

今

後

祉

の

人

形

と

し

て

の

る

玩

び

の

用

途

が

開

け

て

末

た

。

其

と

闊

に

、

閲

近

く

に

あ

る

も

の

上

罪

・

―
ー
ン
ギ
ャ
ウ

た

恐

怖

心

か

ら

｀

急

々

之

を

畏

れ

た

池

方

忍

あ

る

。

従

っ

て

、

人

形

の

差

逹

せ

な

か

っ

た

土

地

す

ら

も

ゐ

る

涅

で

あ

る

。

ヒ
ト
ガ
タ

形

代

の

人

形

を

流

す

こ

と

、

同

有

の

春

の

虞

ぎ

に

も

，

あ

っ

た

の

は

前

述

の

[

和
~ざ
4

．

で

ウ

ジ

ャ

ョ

ヒ

ヅ

・

イ

タ

チ

陰

陽

師

の

手

で

行

は

姦

な

じ

源

氏

の

須

磨

の

巻

に

は

、

「

三

月

の

朔

日

に

だ

巧

外

来

の

上

己

0
苦

俗

の

宣

謬

式

な

模

倣

叫

旱

安

朝

の

る

已

0
日

」

と

あ

っ

て

石

一

「

今

日

冷

茫

學

の

あ

る

人

は

、

喫

ぎ

な

さ

る

が

お

よ

ろ

し

か

ら

う

と

言

ぴ

出

す

、

で

し

や

ば

り

者

の

に

つ

い

て

、

悔

邊

の

け

し

き

息

見

た

さ

に

r

-

9
蕊

出

か

け

こ

と

に

な

っ

て

の

を

御

覧

に

な

つ

て

ゐ

る

よ

し

が

書

い

て

め

る

。

そ

の

「

こ

t
＾
ウ
ジ
・
3

い

と

い

ふ

事

だ

か

ら

百

巨

大

な

、

一

目

紅

立

つ

痰

人

（

藁

人

形

）

の

ジ
ャ
＇
ウ
ラ
フ

さ

う

し

て

、

賽

の

野

遊

び

す

る

鳳

の

行

は

れ

る

地

方

で

も

、

1

段

を

都

鳳

を

移

し

て

b

臭

深

い

家

庭

が

国

来

た

り

3

叉

都

の

上

蒻

の

外

出

せ

ぬ

時

代

ゃ
ャ
ウ

が

来

る

と

、

山

ご

忍

り

の

行

は

菱

つ

て

、

上

流

の

女

部

屋

で

、

汎

る

こ

と

に

な

る

。

其

認

に

』
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一

年

な

り

李

季

な

り

、

お

な

じ

座

敷

紅

据

ゑ

て

あ

っ

↓

竺

雛

と

の

わ

か

紅

む

土

中

心

と

す

る

行

事

の

や

う

に

な

っ

て

払

4
な

ま

つ

り

地

方

豪

家

の

憤

例

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

，

羹

又

ら

し

く

な

言よ

び

よ

せ

て

、

炭

へ

の

二"”

っ

た

形

に

な

っ

て

、王治

{
e

t
 

0
で

あ

る

。

に

棄

て

る

。

の

所

置

阿

又

其

に

尉

す

る

一

々

の

心

持

ち

汽

形

が

違

ふ

ほ

ど

の

や

う

な

「

忍

亨

」

が

あ

る

か

せ

る

。

さ

う

し

て

翠

竺

流

汎

川

烹

之

定

其

日

葡

日

に

作

っ

1e 

て

浴
「

ひ

な

」

と

言

ふ

讃

に

も

さ

い

あ

っ

た

｀

人

形

」

と

忍

言

ふ

べ

き

詞

竺

簡

約

て

は

謂

は

仇

の

な

い

こ

じ

つ

け

ば

の

で

あ

る

。

雛

と

忍

の

と

言

ふ

こ

と

で

≫

ょ

わ

か

り

易

い

本

た

う

の
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概
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＝
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司
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令
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叉
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＇
）
。

筒
易
伍
憾
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部
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高
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狡
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立
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七
銅
帥
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賞
科
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等

編
纂
委
員
長
〈
認
務
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委
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閻
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蜆
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叱
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＂
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椋
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